
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠5月生まれの締切りは3月31日（月）です
♥6月生まれの締切りは4月30日（水）です
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林　楓

ふ う か

香ちゃん

H18年 3月
5日生まれ

〔五辻〕

「ねえみて
、これ大判

焼き

だよ。私の
顔と同じく

ら

いでしょ？
」

石井笑
え え す

々寿ちゃん（右）H18年 3月18日生まれ〔小島〕

柏熊　海
か い り

光ちゃん（左）H16年 3月23日生まれ〔柏熊〕
「僕達いとこです!けんかもするけど仲良しなんだ★★」

佐久間 陽
ひ な

菜ちゃん

H17年3月19
日生まれ

〔五辻〕

「♬リトミック
教室で、

ダンスや体操を
するの

♥とっても楽し
いヨ」

ecoエ コ

環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。

『
ま
め
に

　

消
そ
う
よ
、

　
　

お
部
屋
の
電
気
』

『
み
ん
な
で
参
加
、チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
』

『
無
理
な
く
、無
駄
な
く
、

　
　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
』

温室効果ガスの排出量 6％削減を実現する
ための国民的プロジェクトが、チーム・マイ
ナス6％。多古町でも2006年2月1日から
参加しています。

指１本でできるエコ。
こまめに消して、お金
も電気も節約、節約。 

小さなことから、コツコツと…。継続する
ことが大事なんです。

“

む
み

ま

「人間がおいもを掘っているところと、おいもに
ツルのついているところが上手に描けました」

木川　海
かいと

斗さん
第二小1年

『いもほり』

「お母さんのエプロンとバンダナの模様がよ
くできました。パンの生地をこねているとこ
ろを描くのが難しかったです」

萩原　逸
い つ き

輝さん
第二小1年

『たのしかったパンづくり』

「絵の下の部分に稲を刈り取った跡を残すよう工夫
して描きました」

大木　郁
ふみや

弥さん
第二小4年

『重かったいね』

「人を描くのが大変だったけど頑張って描きました。
土や草の色をきれいに混ぜ合わせることができたと
思います」

加藤　愛
え り

理さん
第二小4年

『がんばったいねかり』

秋山　延
のぶよし

慶ちゃん
H19年3月19日生まれ

〔五辻〕

「たべるの大～好き♥

いっぱいたべて大きく

なるぞぉ !!」

飯田　紗
す ず か

可ちゃん
H19年3月15日生まれ
〔南並木〕

「いつもお兄ちゃんとお姉
ちゃんに遊んでもらって
います。これからも一緒
に遊んでね」
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